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地域の特色
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表紙シリーズ／未来を担う子どもたち「新一年生」

2
8
12

３月定例会 主な内容
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78億2千万円 平成25年度一般会計予算を可決
ここが聞きたい（一般質問）

なんばしようと？（上須恵祇園山笠）

須恵町の地域の特色や伝統行事等を紹
介します。そこで今回は、“上須恵祇
園山笠”ってなんばしようと？

　

山
笠
保
存
会
の
稲
永
会
長
と
上
須
恵
区
の
田

原
区
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

上
須
恵
祇
園
山
笠
は
、
江
戸
時
代
に
疫
病
が

流
行
し
た
こ
と
か
ら
病
魔
退
散
を
祈
願
し
始
ま

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
５
０
年
前
と
も
３
０
０
年
前
と
も
言
わ
れ

る
伝
統
の
祭
で
、
須
恵
町
の
無
形
文
化
財
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
年
７
月
24
日
前
後

の
最
も
近
い
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
（
今

年
は
７
月
21
日
で
す
）

　

当
日
は
、
朝
８
時
に
須
賀
神
社
に
て
祭
典
が

行
わ
れ
、
９
時
に
は
山
が
出
発
し
ま
す
。
飾

り
山
の
重
さ
は
約
１
ト
ン
に
も
な
り
ま
す
が
、

１
０
０
人
ほ
ど
の
法は

っ
ぴ被
姿
の
男
た
ち
が
、
「
お

っ
し
ょ
い
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
、
交
代
で
か

つ
ぎ
な
が
ら
上
須
恵
区
・
大
島
原
区
を
勇
壮
に

廻
っ
て
い
き
ま
す
。
沿
道
か
ら
は
勢き

お

い
水
と
声

援
が
飛
び
、
夏
の
日
差
し
に
も
負
け
ず
熱
く
盛

り
上
が
り
ま
す
。
こ
の
熱
気
に
病
魔
を
寄
せ
付

け
さ
せ
な
い
と
い
う
、
先
人
の
思
い
が
受
け
継

が
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
飾
り
山
の
前
に
２
体
の
子
ど
も
山
笠

が
先
行
し
、
可
愛
ら
し
く
も
一
所
懸
命
な
子
ど

も
た
ち
の
姿
も
応
援
で
き
ま
す
。

　

こ
の
伝
統
の
山
笠
、
最
近
は
若
い
人
の
参
加

が
増
え
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。
新
し
い
息
吹

で
、
祭
を
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
。

上須恵祇園山笠

第8回

　

石
崎
清
子
さ
ん
76

歳
が
、
２
０
１
３
Ｆ

Ｉ
Ｓ
マ
ス
タ
ー
ズ
世

界
大
会
、
回
転
で
見

事
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

石
崎
さ
ん
は
、
52
歳
か
ら

ス
キ
ー
を
始
め
た
。

　

60
歳
で
競
技
ス
キ
ー
に
参

加
す
る
と
登
山
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
重
ね
、
71
歳
の
時
に
は

Ｆ
Ｉ
Ｓ
マ
ス
タ
ー
ズ
世
界
選

手
権
で
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
輝
い
た
。

　

し
か
し
、
73
歳
で
悲
劇
が
。

練
習
中
の
転
倒
で
、
膝
を
骨

折
。
腰
の
骨
を
移
植
す
る
大

手
術
を
受
け
、
４
カ
月
入
院
。

選
手
生
命
の
危
機
が
訪
れ
る
。

『
滑
り
た
い
』
と
の
熱
き
情

熱
で
リ
ハ
ビ
リ
に
励
み
、
奇

跡
の
復
活
を
果
た
し
た
。

　

私
も
、
熱
き
情
熱
を
持
ち

続
け
、
分
か
り
や
す
い
広
報

を
目
指
し
て
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

今
村 

桂
子

委 員 長：今村　桂子
副委員長：合屋　伸好
委　　員：百田　輝子
委　　員：田ノ上　真

議　　長：三⻆　良人
発行責任者

広報特別委員会

謂い
わ

れ

勇壮に廻る山

田原 敏宏 区長

稲永 誠二 会長



過
去
最
大
の
予
算
を
可
決

　

一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、
歳
入
歳
出

総
額
78
億
２
千
万
円
、
過
去
最
大
の
予
算

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
に
お
い
て
、
町
税
の
個
人
住
民
税

は
、
若
干
の
雇
用
・
消
費
の
上
昇
を
見
込

み
１
％
増
、
法
人
町
民
税
は
２
・
８
％
増
、

固
定
資
産
税
は
24
年
中
の
家
屋
の
新
築
が

増
収
要
因
と
な
り
、
１
・
８
％
の
増
で
す
。

　

町
税
全
体
で
は
、
１
・
６
％
増
、
３
９

８
９
万
円
の
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

国
家
予
算
の
２
割
を
占
め
る
地
方
交
付

税
は
、
前
年
度
と
同
水
準
と
な
る
よ
う
確

保
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
21
億
３
０
０
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

国
庫
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
事
業
費
１

億
１
２
０
０
万
円
を
対
象
と
し
て
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
６
１
６
０
万
円
の

交
付
を
受
け
、
通
学
路
の
交
通
安
全
施
設

整
備
や
道
路
改
良
工
事
の
財
源
と
し
て
い

ま
す
。

　

町
債
は
臨
時
財
政
対
策
債
を
１
８
０
０

万
円
増
額
し
、
５
億
６
８
７
０
万
円
と
し

て
い
ま
す
。

平
成
25
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
４
日
か
ら
22
日
ま
で
の
19
日
間
で
行
わ
れ
、

提
案
さ
れ
た
議
案
28
件
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
財
源
不
足
に
つ
い
て

は
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
５
億
３

千
万
円
を
繰
入
れ
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
、
人
件
費
で
は
、
職
員

給
与
が
６
２
５
万
円
の
減
額
で
す
が
、
退

職
手
当
組
合
や
共
済
組
合
の
負
担
率
引
き

上
げ
に
よ
り
、
総
額
で
は
２
１
５
２
万
円

の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

道
路
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
基
盤
整
備

事
業
な
ど
の
普
通
建
設
事
業
費
は
、
24
年

度
（
第
二
幼
児
園
建
設
費
約
５
億
円
を
除

く
）
と
比
較
す
る
と
、
約
１
億
８
千
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
す
。
城
山
団
地
等
の
道

路
改
良
、
舗
装
改
良
の
事
業
費
１
億
９
５

０
０
万
円
、
第
一
学
童
保
育
所
建
築
事
業

費
６
千
万
円
な
ど
が
主
な
事
業
で
す
。

　

一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
な
ど
へ
の
繰

出
金
は
依
然
と
し
て
増
え
続
け
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
民
生
費
の
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
繰
出
金
は
２
億
１
１
０
０
万
円
と

な
り
、
今
年
度
か
ら
当
初
予
算
に
計
上
し

た
た
め
、
予
算
総
額
増
の
主
な
要
因
と
な

り
ま
し
た
。

平成25年度各会計当初予算
会 計 区 分 25年度予算額 24年度予算額 比較（％） 可・否

一  般  会  計 78億2,000万円 75億7,000万円 3.3 全員賛成で可決

特別
会計

国 民 健 康 保 険 32億8,004万円 29億9,308万円 9.6 全員賛成で可決

後 期 高 齢 者 医 療 2億5,969万円 2億4,541万円 5.8 全員賛成で可決

公 共 下 水 道 事 業 11億8,591万円 11億 767万円 7.1 全員賛成で可決

農業集落排水事業 8,898万円 8,033万円 10.8 全員賛成で可決

水道事業会計
収益的支出 5億7,880万円 5億6,125万円 3.1

全員賛成で可決
資本的支出 2億6,040万円 2億1,254万円 22.5

３月
定例会

平成25年度一般会計当初予算

全員賛成で可決

78億２千万円家計簿（年間の収支が500万円の家庭だったら…）

給　料（町税）	 161万円

パート収入（使用料・手数料など）	 17万円

親からの援助（交付税・国県支出金）	 219万円

預金の取り崩し（繰入金）	 35万円

預金利子（財産収入）	 12万円

銀行からの借入（町債）	 36万円

その他 	 20万円

合　計 	 500万円

食　費（人件費）	 78万円

光熱費など（物件費・補助費）	 159万円

医療費（扶助費）	 85万円

借金の返済（公債費）	 43万円

家の増改築など（建設事業費など）	 35万円

子どもへの仕送り（他会計への繰出金）	 84万円

貯　金（積立金）	 10万円

その他 	 ６万円

合　計 	 500万円

前年度比

２億５千万円の増額 伸び率３.３％

※端数は一部繰り上げています。

収 入 支 出

町税 32.1％
25億1,056万円

47.5％
37億1,679万円

52.5％
41億321万円

国庫支出金 8.2％
6億4,037万円

県支出金 5.7％
4億4,969万円

町債 7.3％
5億6,870万円

歳入
78億2,000万円

41.0％
32億809万円

7.1％
5億5,617万円

51.9％
40億5,574万円 扶助費 16.9％

13億2,441万円

人件費 15.5％
12億1,246万円

自
主
財
源

義
務
的
経
費

繰入金 7.1％
5億5,593万円
財産収入 2.3％
1億8,451万円

使用料及び手数料 1.6％
1億2,508万円

その他 2.6％
2億111万円

※一万円未満は四捨五入しており、合計額が一部一致しません。

その他 1.5％
1億1,410万円

地方消費税交付金 2.9％
2億2,700万円

地方交付税 26.9％
21億335万円

物件費 17.6％
13億7,636万円

分担金及び負担金 1.8％
1億3,961万円

依
存
財
源

その
他
の
経
費

公債費 8.6％
6億7,122万円

普通建設事業費 7.1％
5億5,321万円

その他 3.2％
2億4,902万円

災害復旧費 0.0％
297万円

補助費等 14.2％
11億1,224万円

繰出金 16.9％
13億1,813万円

歳出
（性質別）

78億2,000万円
投資的
経費
投資的
経費

平成25年度一般会計予算の内訳

すえまち議会だより  No.185  （平成25年５月２日発行） 2すえまち議会だより  No.185  （平成25年５月２日発行）3



使
用
料
の
減
免
は
？

Ｑ
．
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め

利
用
料
の
軽
減
や
無
料
化
は
？

Ａ
．
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

駐
車
場
の
対
策
は
？

Ｑ
．
利
用
者
が
鍵
を
開
け
る
こ
と
に
な

る
が
、
関
係
な
い
車
が
駐
車
す
る

こ
と
へ
の
対
策
は
？

Ａ
．
利
用
時
は
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
で
申

請
が
必
要
で
、
駐
車
場
に
つ
い
て

も
施
設
の
鍵
と
一
緒
に
貸
し
出
す

よ
う
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ボ

ー
ル
が
飛
ん
で
車
に
当
た
る
こ
と

の
無
い
よ
う
施
設
の
設
備
等
も
考

え
て
い
ま
す
。

※
利
用
に
関
す
る
問
合
せ
先

　

社
会
教
育
課
（
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
）

　

電
話　

９
３
４

−

０
０
３
０

　

使
用
料
を
設
定

　

一
時
間
あ
た
り　

町
内
４
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

町
外
８
０
０
円

◆
須
恵
町
立
社
会
教
育
施
設
設
置
条

　

例
の
一
部
改
正

◆
須
恵
町
立
社
会
体
育
施
設
の
管
理

　

運
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

４
学
級
分
を
増
築

　

工
期　

25
年
７
月
～
26
年
１
月

　

26
年
４
月
使
用
開
始
予
定

　

夜
間
の
安
全
確
保
の
た
め
、
照
明
灯
７

基
・
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
12
基
。
防
犯
対
策
と

し
て
カ
メ
ラ
２
基
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

総
事
業
費
３
８
６
６
万
円
（
う
ち
国
庫

補
助
金
１
５
２
３
万
５
千
円
）
で
す
。

　

旅
石
原
中
地
区
の
九
州
自
動
車
道
と
Ｊ

Ａ
や
す
ら
ぎ
会
館
間
の
町
有
地
を
活
用
し

て
、
延
長
約
２
３
０
ｍ
・
幅
約
８
ｍ
の
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

散
歩
の
傍か

た
わ

ら
、
歩
道
脇
の
遊
具
を
利
用

し
て
の
健
康
増
進
。
ベ
ン
チ
に
腰
掛
け
、

パ
ー
ゴ
ラ
の
木
陰
で
桜
や
も
み
じ
な
ど
を

楽
し
み
な
が
ら
四
季
を
感
じ
る
憩
い
の
空

間
の
創
造
。
そ
し
て
、
通
勤
通
学
時
の
安

全
な
歩
行
空
間
の
確
保
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
25
年
４
月
１
日
、
れ
い
ん
ぼ
ー
保

育
園
・
４
月
12
日
、
れ
い
ん
ぼ
ー
幼
稚
園

の
入
園
式
が
行
わ
れ
、
ま
だ
木
の
匂
い
が

残
る
真
新
し
い
園
舎
に
、
元
気
い
っ
ぱ
い

の
子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

◇
新
入
園
児
数

　
　

保
育
園　

総
数
１
３
０
人

　
　
　
　
　

（
う
ち
新
規
47
人
）

　
　

幼
稚
園　

総
数
１
５
８
人

　
　
　
　
　

（
う
ち
新
規
１
０
２
人
） 

◇
先
生
の
数　

32
人

　

平
成
25
年
３
月
27
日
、
れ
い
ん
ぼ
ー
保

育
園
・
幼
稚
園
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
、
関

係
業
者
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◇
総
工
費
（
お
よ
そ
）

設
計
検
討
委
託
料　
　
　

３
４
０
８
万
円

用
地
取
得
費　
　
　

２
億
１
６
５
１
万
円

造
成
工
事
請
負
費　
　
　

６
３
３
７
万
円

建
設
工
事
請
負
費　

４
億
４
１
５
３
万
円

備
品
費
他　
　
　
　
　
　

２
３
６
４
万
円

合　

計　
　
　
　
　

７
億
７
９
１
３
万
円

現
在
の
学
級
数
は
？

Ｑ
．
第
二
小
の
各
学
年
の
学
級
数
は
？

Ａ
．
平
成
24
年
度
は
、
１
年
（
４
）
・

２
年
（
４
）
・
３
年
（
３
）
・
４

年
（
４
）
・
５
年
（
３
）
・
６
年

（
３
）
・
特
別
支
援
（
３
）
学
級

で
、
合
計
24
学
級
。
25
年
度
は
26

学
級
に
な
り
ま
す
。

転
用
し
て
い
る
教
室
は
？

Ｑ
．
現
在
、
特
別
教
室
を
普
通
教
室
と

し
て
い
ま
す
が
、
増
築
後
の
取
り

扱
い
は
？

Ａ
．
現
在
、
転
用
し
て
い
る
２
学
級
分

に
つ
い
て
は
、
元
の
特
別
教
室
に

戻
し
て
使
用
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

３
月
定
例
会　
主
な
審
議

旅
石
広
場
を
町
が
管
理

第
二
小
校
舎
を
増
築

完
成
し
た
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

竣
工
式

れ
い
ん
ぼ
ー
保
育
園

お
よ
び
幼
稚
園
が
開
園

憩
い
の
空
間
を

旅石広場

全線　幅員３ｍのゴムチップ舗装の歩道

※
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

　

道
路
脇
や
街
区
内

の
空
き
地
な
ど
、
わ

ず
か
な
土
地
を
利
用

し
た
小
さ
な
公
園
・

休
憩
所
の
こ
と
で
す
。

ベンチ付きの日除けパーゴラ
２カ所設置

健康遊具
７カ所設置

水飲み施設を設置

関係者によるテープカットの様子

入
園
式

広々とした おゆうぎ室

そ
の
他
の
議
案

議　案　名 可・否 議　案　名 可・否

福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共
団体の数の増減及び福岡県市町村職員退職手当組合
規約の変更

全員賛成 須恵町道路標識の寸法に関する条例の制定 全員賛成

平成24年度須恵町一般会計補正予算（第５号） 全員賛成 須恵町公共下水道の構造の技術上の基準等に関
する条例の制定 全員賛成

平成24年度須恵町国民健康保険特別会計補正
予算（第３号） 全員賛成

須恵町上水道事業布設工事監督者の配置基準及
び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に
関する条例の制定

全員賛成

平成24年度須恵町後期高齢者医療特別会計補正
予算（第２号） 全員賛成 須恵町認可地縁団体の印鑑の登録及び登録の証

明に関する条例の制定 全員賛成

平成24年度須恵町公共下水道事業特別会計補正
予算（第２号） 全員賛成 須恵町手数料条例の一部改正 全員賛成

平成24年度須恵町農業集落排水事業特別会計補正
予算（第１号） 全員賛成 須恵町課設置条例等の一部改正 全員賛成

平成24年度須恵町水道事業会計補正予算（第３号） 全員賛成 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償
等に関する条例等の一部改正 全員賛成

須恵町道路占用料徴収条例の制定 全員賛成 須恵町災害対策本部条例の一部改正 全員賛成
須恵町道路構造の基準に関する条例の制定 全員賛成 須恵町行政財産使用料条例の一部改正 全員賛成
須恵町高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に
係る道路の構造に関する基準を定める条例の制定 全員賛成 財産の取得について 全員賛成

う
ご
き
出
し
た
施
設

すえまち議会だより  No.185  （平成25年５月２日発行） 4すえまち議会だより  No.185  （平成25年５月２日発行）5



通学路交通安全対策工事

すくすく教室の拡大

第二小校舎増築工事

1,330万円
　昨年、通学児童の列に車両が突っ込むと
いう痛ましい事故が全国各地で相次いで発
生したことを受け、通学路の合同点検や対
策会議が実施されました。
　この事業では、ドライバーに運転速度の
抑制・注意を促すためのカラー舗装・区画
線（写真①②③）の設置、道路標識（写真
④）や歩行者を保護する防護柵（写真⑤）
の設置を計９地区で行います。
※写真はいずれも施工イメージです。

26万円
　この教室は、論語の素読を通して日常の
あいさつの練習など小学校に進学する準備
として、これまで一部の幼稚園・保育所で
行っていました。
　今年度から、論語教室に加えて、そろば
ん・鉛筆の持ち方・基本的な行儀作法など
内容の充実を図り、全ての町立幼稚園保育
所で４、５歳児を対象に行います。

8,800万円
　第二小学校は、児童数が年々増加してい
ます。これまでは特別教室を普通教室に転
用していましたが、騒音や教室配置上の問
題から、正面玄関に向かって左側の中庭に
４教室を増築します。
　木造平屋建て、延べ床面積444.8㎡です。

第一学童保育所建築工事
6,135万円

　第一学童保育所は、駐車場や周囲の傾斜
地が子どもたちの遊び場になっており、安
全性確保のため、学校敷地内へ移転新築し
ます。
　鉄骨造２階建て、延べ床面積295.3㎡
で、すこやかコミュニティ事務局を２階に
併設します。 現在の第一学童保育所

①カラー舗装（４カ所）

②カラー舗装（２カ所）
④道路標識（４カ所）

⑤防護柵（２カ所）③カラー舗装（２カ所）
増築予定地

論語教室の様子（れいんぼー保育園）

すえまち議会だより  No.185  （平成25年５月２日発行） 6すえまち議会だより  No.185  （平成25年５月２日発行）7



12 ここ が 聞 き た い！一/般/質/問
※質問の全文を記載しています。

い
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
改
善
を
さ
れ
る
か
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

　

次
に
、
東
中
学
校
の
車
の
進
入

路
に
つ
い
て
で
す
が
、
生
徒
を
送

迎
す
る
車
で
、
特
に
雨
の
日
の
朝

な
ど
傘
を
さ
し
た
生
徒
の
脇
を
通

る
車
に
危
険
を
感
じ
る
と
い
う
話

も
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

ど
う
お
考
え
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
中
嶋
町
長

営
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

事
務
局
長
の
選
定
任
命
の
件
は
、

会
長
と
協
議
を
し
、
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
た
候
補
者
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
方
で
選
定
し
て
い
た
だ
く
と
い

う
話
を
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、

候
補
者
に
つ
い
て
は
事
前
に
打
診

を
し
て
い
ま
す
。

と
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

25
年
度
の
事
業
と
し
て
、
第
一

小
学
校
の
校
庭
内
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
と
学
童
保
育
所
を
合

築
し
た
施
設
を
建
設
す
る
計
画
を

し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
学
童
保
育
所
を
運

は
、
町
全
体
も
し
く

は
区
単
位
で
困
難
な

も
の
を
小
学
校
区
で

考
え
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

　

現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
主
事
２
名
に
加

え
、
行
政
の
仕
組
み

や
地
域
の
実
情
に
精

通
し
た
事
務
局
長
を

専
任
で
配
置
し
、
事

業
の
充
実
の
た
め
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役

問問 通
学
路
の
安
全
対
策
は

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
方
向
性
は

　

新
年
度
を
迎
え
新
入
生
が
入
学

し
て
来
る
こ
と
も
あ
り
、
通
学
路

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

　

文
部
科
学
省
、
国
土
交
通
省
、

警
察
庁
が
連
携
し
て
、
全
国
の
公

立
小
学
校
お
よ
び
公
立
特
別
支
援

学
校
小
学
部
の
通
学
路
に
つ
い
て
、

交
通
安
全
の
確
保
に
向
け
た
緊
急

合
同
点
検
を
実
施
さ
れ
た
こ
と
に

我
が
町
も
手
を
上
げ
ら
れ
た
と
聞

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
新
体
制
と
し

て
、
４
月
よ
り
事
務
局
長
を
置
く

よ
う
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
新
事
業
（
活

動
）
の
推
進
を
計
画
し
て
い
る
の

で
す
か
。
事
務
局
は
３
人
体
制
と

な
り
ま
す
が
、
事
務
局
長
選
定
、

任
命
の
経
緯
と
今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
質
問

し
ま
す
。

雨の日の通学の様子（第一小学校）
すこやか秋まつりの様子（第一小校区）

柴田 真人  議員今村 桂子  議員

対
策
工
事
を
実
施

自
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
転
換

　
　

中
嶋
町
長

　

行
政
区
間
の
格
差
の
拡
大
、
市

町
村
合
併
の
問
題
等
を
踏
ま
え
、

ま
ち
づ
く
り
の
エ
リ
ア
を
考
え
た

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る
と

い
う
目
的
で
、
平
成
21
年
に
ま
ち

づ
く
り
課
を
作
り
、
社
会
教
育
課

で
行
っ
て
い
た
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
か
ら
自
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
進

め
て
い
こ
う
と
方
向
転
換
を
し
ま

し
た
。

　

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割

答 答

22
カ
所
の
危
険
箇
所
の
対
応
策
を

決
定
し
、
２
カ
所
に
つ
い
て
は
24

年
度
の
対
策
工
事
で
完
了
し
て
い

ま
す
。
残
り
20
カ
所
の
う
ち
町
が

直
接
工
事
を
行
う
の
は
16
カ
所
で
、

24
年
度
補
正
予
算
の
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
に
よ
る
、
須
恵
～

粕
屋
線
他
通
学
路
交
通
安
全
対
策

工
事
に
よ
り
９
カ
所
を
実
施
予
定

で
す
。
残
り
７
カ
所
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
度
の
交
通
安
全
事
業
予

算
等
で
順
次
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

対
応
の
内
容
は
、
横
断
歩
道
お

よ
び
信
号
機
の
設
置
（
公
安
委
員

会
）
・
防
護
柵
や
歩
行
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
・
自
動
車
の
減
速
を
促
す

カ
ラ
ー
舗
装
・
注
意
喚
起
の
標
識

や
路
面
標
示
な
ど
で
す
。

　

東
中
学
校
の
車
の
進
入
路
に
つ

い
て
は
、
内
原
〜
大
谷
線
の
道
路

工
事
が
完
了
次
第
、
進
入
道
路
の

変
更
を
考
え
て
い
ま
し
た
の
で
、

植
木
守も

り
ぼ母
神
社
側
か
ら
の
進
入
に

変
更
す
る
予
定
で
す
。

　

昨
年
７
月
、
通
学

路
に
お
け
る
交
通
安

全
の
確
保
を
図
る
た

め
の
緊
急
合
同
点
検

お
よ
び
町
行
政
部
局

と
町
内
３
小
学
校
の

代
表
者
に
よ
る
合
同

会
議
を
実
施
し
、
危

険
箇
所
の
取
り
ま
と

め
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
土
整

備
事
務
所
・
粕
屋
警

察
署
参
加
の
も
と
、

答弁中の中嶋町長
一般質問とは、議員が町長など執行機関に対し、町の行財政全般に
ついて疑問点をただし、報告や説明を求めることです。
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一 / 般 / 質 / 問 町政を問う！Chairperson Communication 
議｜長｜通｜信

三⻆ 良人 議長

Chairperson Communication 
議｜長｜通｜信

三⻆ 良人 議長
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万世帯
国の被保護世帯数の推移

資料：平成23年度福祉行政報告例（厚生労働省）

年度

生
活
保
護
の
再
検
証
を

　

最
近
、
問
題
と
な
っ
た
中
間
市

の
生
活
保
護
不
正
受
給
に
関
す
る

事
件
は
、
大
き
な
問
題
提
起
を
全

国
の
各
自
治
体
に
投
げ
か
け
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
一
連
の
事
件
の
検
証
と

当
町
に
お
け
る
生
活
保
護
の
あ
り

方
、
実
態
を
把
握
し
、
あ
ら
た
め

て
そ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
体
制
強

化
と
充
実
を
求
め
ま
す
。

　

申
請
か
ら
審
査
、
決
定
ま
で
の

問 県
の
福
祉
事
務
所
で
実
施

世
帯
主
で
あ
る
こ
と
・
収
入
が
基

準
よ
り
少
な
い
こ
と
・
貯
蓄
が
な

く
余
分
な
資
産
を
持
っ
て
い
な
い

こ
と
・
親
族
か
ら
十
分
な
経
済
的

援
助
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど

が
資
格
条
件
に
な
り
ま
す
。

　

本
町
の
役
割
は
相
談
が
あ
っ
た

場
合
に
、
生
活
状
況
あ
る
い
は
扶

養
義
務
者
の
有
無
、
財
産
状
況
な

ど
を
お
伺
い
し
、
生
活
保
護
の
制

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

須
恵
町
に
お
け
る

受
給
者
の
推
移
は
、

平
成
23
年
１
月
で

２
８
１
世
帯
、
24
年

１
月
で
３
０
７
世
帯
、

25
年
１
月
で
３
３
１

世
帯
と
、
年
々
８
％

ほ
ど
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

生
活
保
護
の
認
定

は
世
帯
単
位
で
行
い
、

度
の
説
明
、
そ
の
他
自
立
す
る
た

め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
保
護

の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
意
見
書

を
添
え
て
福
祉
事
務
所
に
送
付
し

て
い
ま
す
。

　

町
は
保
護
の
実
施
機
関
で
は
な

く
、
保
護
の
決
定
な
ど
は
行
わ
な

い
た
め
、
中
間
市
の
事
例
の
よ
う

な
不
正
受
給
に
か
か
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

一
連
の
流
れ
を
再
検
証
し
、
今
後

の
仕
組
み
作
り
に
役
立
て
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
　

中
嶋
町
長

　

生
活
保
護
の
決
定
・
実
施
に
関

す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
町
村
の

区
域
で
は
県
の
福
祉
事
務
所
で
行

っ
て
い
ま
す
。
本
町
に
居
住
地
を

有
す
る
要
保
護
者
の
保
護
実
施
機

関
は
、
粕
屋
保
健
福
祉
事
務
所
で

あ
り
、
町
は
補
助
機
関
と
し
て
位

答
藤石  豊  議員

　

西
日
本
新
聞
の
春
秋
欄
に
次

の
よ
う
な
文
章
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

要
約
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
と

『
冬
の
満
員
バ
ス
の
中
で
赤

ち
ゃ
ん
が
激
し
く
泣
き
出
し
た
。

泣
き
止
ま
な
い
の
で
母
児
は
次

の
停
留
所
で
降
り
よ
う
と
し
た
。

そ
こ
で
運
転
手
が
乗
客
に
「
赤

ち
ゃ
ん
は
泣
く
の
が
仕
事
で
す
。

少
し
の
間
、
赤
ち
ゃ
ん
と
若
い

お
母
さ
ん
を
一
緒
に
乗
せ
て
行

っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
呼
び
か

け
た
。
す
る
と
乗
客
の
間
か
ら

拍
手
が
起
き
、
母
児
は
目
的
の

停
留
所
ま
で
行
け
た
。
』

　

こ
の
記
事
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
紹
介
さ
れ
、
中
学
校
の
道

徳
の
副
読
本
に
も
転
載
さ
れ
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
人
か

ら
人
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

公
共
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
配
慮
し
よ
う
と
す
る
気
持

ち
と
、
そ
れ
を
気
遣
お
う
と
す

る
公
共
の
思
い
。
双
方
の
思
い

が
作
り
出
し
た
こ
の
出
来
事
。

皆
さ
ん
は
ど
う
受
け
取
ら
れ
ま

す
か
？

心
に
し
み
る
い
い
話

「上
じょうてい

程」とは

議案などの案件を議事日程に組み入
れて議題とし、審議の対象とするこ
とです。案件を審議の途中において
追加して日程に組み入れることもあ
ります。

シリーズ

　町議会の活動状況を知る
ために、どなたでも傍聴で
きます。（予約不要）
　申し込みの受付は、役場
４階議会事務局で行ってい
ます。
　なお、次の定例議会は６
月 14日からの予定です。

お知らせ

追跡
執行部の答弁は
　　実行されているのか？

一般質問のその後

問 （平成24年３月定例会）
小学校入学時に必要な「算数
のおけいこセット」を学校備
品として町費で購入し保護者
の負担の軽減を図っては？

答 中嶋町長
平成25年度から町費で購入す
る方向で検討しています。
24年度中に最終調整を行う予
定です。

算数のおけいこセットの
町費購入は？

25年度の１年生分から
町費で

平成25年度より町費で
購入することとなり、
各小学校に配布されま
した。

その後
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